
上
で
大
村
室
長
補
佐
は
、
医
療
制

度
改
革
の
全
体
像
、
医
療
保
険
者

の
役
割
、
今
後
の
課
題
な
ど
を
示

し
、「
今
後
の
生
活
習
慣
病
対
策

で
は
、
事
後
指
導
と
そ
の
評
価
を

中
心
と
し
た
保
健
事
業
の
構
築
が

求
め
ら
れ
る
」
と
し
、
エ
ビ
デ
ン

ス
に
基
づ
い
た
保
健
事
業
の
推

進
、
保
健
事
業
の
質
の
確
保
、
事

業
実
施
の
体
制
づ
く
り
、
財
政
支

援
と
保
険
者
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
な
ど
の
方
策
に
つ
い
て
詳
細
に

解
説
し
た
。

　

こ
の
う
ち
医
療
保
険
者
に
は
、

具
体
的
な
実
施
方
法
や
そ
の
成
果

目
標
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
健
診
・

保
健
指
導
実
施
計
画
の
策
定
お
よ

び
計
画
的
な
実
施
、
実
施
結
果
に

関
す
る
デ
ー
タ
の
管
理
な
ど
が
義

務
付
け
ら
れ
る
こ
と
、
保
健
事
業

の
実
施
状
況
や
そ
の
実
績
に
よ
っ

て
後
期
高
齢
者
医
療
支
援
金
の
負

担
額
の
加
算
・
減
算
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
、
被
用
者
保
険
者
に
よ
る

健
診
・
保
健
指
導
の
実
施
が
困
難

な
場
合
に
は
市
町

村
国
保
へ
の
委
託

が
可
能
で
あ
る
こ

と
な
ど
が
説
明
さ

れ
た
。

　

い
っ
ぽ
う
今
後

の
課
題
と
し
て

は
、
被
扶
養
者
を

含
め
た
加
入
者
の

健
診
の
現
状
把

握
、
健
診
未
受
診

者
へ
の
対
策
、
被

扶
養
者
に
対
す

る
保
健
事
業
の
提

供
方
法
の
検
討
と

い
っ
た
点
が
示
さ

れ
た
。

　

ま
た
、
こ
う
し
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死
亡
数
割
合
の
約
６
割
を
占
め
る

生
活
習
慣
病
（
図
）
に
着
目
。
生

活
習
慣
病
予
防
の
徹
底
を
中
長
期

的
な
医
療
費
適
正
化
対
策
の
柱
の

１
つ
に
位
置
づ
け
、「
糖
尿
病
な

ど
の
生
活
習
慣
病
有
病
者
・
予
備

群
を
２
０
１
５
年
に
は
25
％
減
少

さ
せ
る
」
と
の
政
策
目
標
を
掲
げ

て
い
る
。

　

ま
た
そ
の
一
環
と
し
て
、
健
診

未
受
診
者
の
確
実
な
把
握
、
保
健

指
導
の
徹
底
、
医
療
費
適
正
化
効

果
を
含
め
た
評
価
と
い
っ
た
観
点

か
ら
医
療
保
険
者
に
よ
る
保
健
事

業
の
取
り
組
み
の
強
化
を
図
る
と

し
、
医
療
保
険
者
に
２
０
０
８
年

度
か
ら
40
歳
以
上
の
加
入
者
（
被

保
険
者
・
被
扶
養
者
）
に
対
す
る

生
活
習
慣
病
予
防
に
着
目
し
た
健

診
・
保
健
指
導
の
実
施
を
義
務
付

け
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
厚

生
労
働
省
で
は
、

職
能
団
体
や
医

療
保
険
者
の

代
表
ら
で
構

成
す
る
「
保
険

者
に
よ
る
健
診
・

保
健
指
導
の
円
滑
な

実
施
に
関
す
る
検
討
会
」
を
立
ち

上
げ
、
実
施
方
法
に
関
す
る
具
体

的
な
議
論
を
進
め
、
今
年
度
中
に

結
論
を
出
す
予
定
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
を
紹
介
し
た

　

ま
た
、
糖
尿
病
対
策
の
研
究
と

し
て
は
、
糖
尿
病
の
発
症
予
防
、

治
療
中
断
率
の
半
減
、
合
併
症

の
重
症
化
防
止
と
い
っ
た

３
つ
の
テ
ー
マ
で

国
の
糖
尿
病
予
防

戦
略
研
究
が
進

ん
で
い
る
ほ
か
、

Ｊ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｓ
が

早
期
糖
尿
病
の
進

展
予
防
と
い
う
見
地
か

ら
「
日
本
早
期
糖
尿
病
進
展
抑
制

研
究
」
を
開
始
し
た
と
し
、
そ
の

概
要
を
紹
介
し
た
。

　

市
川
事
務
局
長
は
、「
Ｊ
Ｅ
Ｄ

Ｉ
Ｓ
の
研
究
は
早
期
の
糖
尿
病
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
生
活
習
慣
改

善
介
入
や
薬
物
治
療
の
実
施
が
有

効
な
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
」
と
述
べ
、

「
こ
の
研
究
を
医
療
費
抑
制
や
将

来
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

療
法
に
つ
な
げ
た

い
」
と
結
ん
だ
。

　

続
い
て
厚
生

労
働
省
医
療
費

適
正
化
対
策
推
進

室
の
大
村
良
平
室
長

補
佐
（
写
真
）
が
、「
医

療
保
険
者
の
義
務
と
な
っ
た
生
活

習
慣
病
対
策
」
と
題
す
る
講
演
を

行
っ
た
。

　

今
回
の
医
療
制
度
改
革
で
は
、

国
民
医
療
費
の
約
３
割
を
占
め
、

　

総
会
で
は
、
ま
ず
、
日
本
糖
尿

病
進
展
抑
制
研
究
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｄ
Ｉ

Ｓ
）
の
市
川
一
男
事
務
局
長
（
写

真
）
が
「
糖
尿
病
を
一

病
息
災
に
し
て
、

健
康
長
寿
を
確

保
す
る
に
は

―

Ｊ
Ｅ
Ｄ
Ｉ

Ｓ
の
研
究
成

果
に
期
待
す
る

も
の
」
と
題
す
る
講

演
を
行
っ
た
。

　

市
川
事
務
局
長
は
、
糖
尿
病
の

病
態
や
進
展
経
過
、
日
本
人
の
糖

尿
病
の
特
徴
、診
断
基
準
の
変
遷
、

治
療
の
実
際
、
病
期
ご
と
の
医
療

費
な
ど
を
解

説
し
、「
糖

尿
病
と
の
付

き
合
い
は
一

生
も
の
で
あ

る
。
併
発
病

を
防
ぎ
、
健

康
長
寿
を
め

ざ
す
こ
と
が

治
療
の
方
針

と
な
る
。
そ

の
た
め
早
期

に
発
見
し
て

適
切
な
治
療

を
継
続
す
る

こ
と
が
重
要

だ
」
と
強
調

し
た
。

た
一
連
の
取
り
組
み
に
は
医
療
保

険
者
間
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
や
、
保
険
者
協
議
会
が
今
後

の
対
策
の
要
と
な
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
、
そ
の
役
割
や
概
要
も
解
説

さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
大
村
室
長
補
佐
は
、
都

道
府
県
ご
と
の
医
療
費
や
健
康

度
、
生
活
習
慣
な
ど
の
統
計
資
料

を
示
し
な
が
ら
、「
こ
う
し
た
情

報
や
診
療
報
酬
明
細
書
（
レ
セ
プ

ト
）、
健
診
デ
ー
タ
な
ど
を
活
用

し
て
対
象
集
団
の
特
性
を
把
握
す

る
こ
と
で
、
よ
り
効
果
的
な
保
健

事
業
が
展
開
で
き
る
」
と
述
べ
、

多
様
な
角
度
か
ら
の
医
療
費
分
析

の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

〈1 面〉●生活習慣病対策をめぐって
　　　　第15 回健康づくり懇話会総会

〈2 〜 3 面（見開き）〉
　　　●連載　産業医訪問　第68回
　　　●話題　「メタボリックシンドロームと健康管理」
　　　　　　　第209回ヘルスケア研修会から
　　　●連載　たばこ問題とその規制対策　第7回
　　　●連載　健康づくり・健康増進を支援するページ
　　　　　　　 実践編　第7回

〈4 面〉●国際先天代謝異常学会と国際新生児スクリーニング
　　　　学会が相次いで開催
　　　●第 2 回読影医のためのマンモグラフィ症例検討会を
　　　　開催―本会
　　　●連載　保健会館クリニックの顔⑤
　　　●人・往来

12月 6日　岡　惺治（健康管理コンサルタント）
　　13日　三輪　一（東京都予防医学協会総合健診部長）
　　20日　岡　惺治
　　27日以降、年末年始は休み

今月の主な紙面

個 人 情 報 の 取 扱 い に つ い て

　

わ
が
国
で
は
、
急
速
な
人
口
の
高
齢
化
の
進
展
に
よ
っ
て
疾
病
構
造
が
変
化
し
、
生
活
習
慣
病
が
急

増
し
て
い
る
。
そ
の
対
策
と
し
て
「
健
康
日
本
21
」
を
は
じ
め
と
す
る
施
策
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
も

の
の
、
そ
の
成
果
は
い
ま
ひ
と
つ
と
い
っ
た
状
況
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
、
今
年
６
月
、
生
活
習
慣
病

対
策
な
ど
を
柱
に
据
え
た
医
療
制
度
改
革
関
連
法
が
成
立
。
２
０
０
８
年
度
か
ら
国
保
や
健
康
保
険
組

合
と
い
っ
た
医
療
保
険
者
に
、
40
歳
以
上
の
加
入
者
に
対
す
る
健
診
・
保
健
指
導
の
実
施
が
義
務
付
け

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
10
月
13
日
、
都
内
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
第
15

回
健
康
づ
く
り
懇
話
会
総
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
習
慣
病
対
策
を
め
ぐ
っ
て
２
題
の
講
演
が
行
わ

れ
た
。
総
会
に
は
、
事
業
所
や
健
保
組
合
で
健
康
管
理
を
担
当
し
て
い
る
方
々
と
、
本
会
の
ス
タ
ッ
フ

合
わ
せ
て
約
１
１
０
人
が
参
加
し
、
活
発
な
情
報
交
換
や
交
流
が
行
わ
れ
た
（
写
真
左
上
）。

図 生活習慣病の医療費と死亡数割合

（注）国民医療費（平成15年 度）、わが国の慢性透析療法の
　　 現況（2003年 12月31日）等により作成 （注）人口動態統計（平成15年 ）により作成
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米
国
国
立
が
ん
研
究
所(

Ｎ

Ｃ
Ｉ)

の
Ｐ
Ｄ
Ｑ(P

h
y

si-
cian

 D
ata Q

u
ery

)

が

禁
煙
効
果
の
証
拠
に
つ
い
て

（
最
終
更
新
日
２
０
０
６
年
２

月
17
日
）、「
固
い
証
拠（
証
拠

の
レ
ベ
ル:

最
高
の 

”solid
 

）

に
よ
る
と
、
喫
煙
は
肺
が
ん
に

限
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
が
ん
の
原

因
と
な
る
。
タ
バ
コ
を
避
け
禁

煙
す
る
こ
と
で
が
ん
の
罹
患

率
お
よ
び
死
亡
率
が
低
下
す

る
」
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
本

シ
リ
ー
ズ
の
第
４
回
で
紹
介
し

た
が
、
こ
れ
に
続
け
て
、
Ｐ
Ｄ

Ｑ
で
は
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と

禁
煙
に
関
し
て
、「
固
い
証
拠

に
よ
る
と
、
医
療
専
門
家
に
よ

る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
禁
煙
率

は
改
善
さ
れ
る
〈
禁
煙
を
勧
め

る
医
師
の
簡
単
な
助
言
で
も
禁

煙
率
が
改
善
さ
れ
る
。
医
師
の

ア
ド
バ
イ
ス
の
オ
ッ
ズ
比
（
Ｏ

Ｒ
）
は
1
・
74
、
95
％
信
頼
区

間
1
・
48
〜
２
・
05
〉」
と
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
薬
物
治
療
と
禁
煙
に

関
し
て
、「
固
い
証
拠
に
よ
る

と
、
ニ
コ
チ
ン
置
換
療
法
（
ガ

ム
、
パ
ッ
チ
、
鼻
腔
ス
プ
レ
ー
、

ロ
ゼ
ン
ジ
、
お
よ
び
イ
ン
ヘ

ラ
ー
）
お
よ
び
抗
う
つ
療
法

（
た
と
え
ば
、
ブ
プ
ロ
ピ
オ
ン
）

な
ど
に
よ
る
薬
物
療
法
を
行
う

と
、
プ
ラ
セ
ボ
よ
り
高
い
禁
煙

率
が
得
ら
れ
る
（
単
独
ま
た
は

併
用
治
療
は
、
６
カ
月
後
の
禁

　

た
と
え
ば
、
上
記
の
「
禁
煙

支
援
の
費
用
効
果
分
析｣

に
関

す
る
報
告
書
で
は
、
１
救
命
人

年
延
長
に
要
す
る
費
用
が
、
短

時
間
の
ア
ド
バ
イ
ス
（
ａ
）
で

２
１
２
ポ
ン
ド
、
ａ
＋
自
助
教

材
（
ｂ
）
で
２
５
９
ポ
ン
ド
、

ｂ
＋
ニ
コ
チ
ン
代
替
療
法（
ｃ
）

で
６
０
６
ポ
ン
ド
、
ｃ
＋
専
門

家
に
よ
る
治
療
で
８
７
３
ポ
ン

ド
と
計
算
し
、
ス
タ
チ
ン
系
薬

剤
に
よ
る
高
脂
血
症
の
治
療
で

の
４
０
０
０
〜
１
３
０
０
０
ポ

ン
ド
に
比
べ
て
、
は
る
か
に
優

れ
て
い
る
と
し
て
い
る
（
一
般

に
１
救
命
人
年
延
長
に
要
す
る

費
用
が
８
０
０
ポ
ン
ド
以
下
の

場
合
、
費
用
対
効
果
が
優
れ
て

い
る
と
さ
れ
る
）。

　

費
用
効
果
比
に
関
し
て
は
、

５
８
７
の
救
命
の
た
め
の
医
学

介
入
の
費
用
対
効
果
を

計
測
し
たT

en
g

s

ら

の
研
究
（
１
９
９
５)

に

よ
る
と
、
禁
煙
治
療
は
最

も
優
れ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー

に
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
る
。

　

ま
た
、
新
版
「
喫
煙
と

健
康
」(

２
０
０
２)

の

第
３
章
第
２
項
「
禁
煙
指

導
・
禁
煙
支
援
の
経
済
的

効
率
」
に
お
い
て
も
、「
評

価
結
果
を
総
合
す
る
と
、

禁
煙
支
援
は
、
費
用
効
果

比
が
極
め
て
優
れ
て
お

り
、
望
ま
し
い
保
健
サ
ー

ビ
ス
の
代
表
と
し
て
、
積

極
的
に
利
用
す
る
べ
き
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
」
と
記
載
さ

れ
て
い
る
。

　
　
　
　

・
・
・
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に
よ
る
と
、「
た
ば
こ
製
品
に

よ
る
依
存
形
成
の
原
因
薬
物
は

ニ
コ
チ
ン
で
あ
り
、
そ
の
プ
ロ

セ
ス
は
、
ヘ
ロ
イ
ン
や
コ
カ
イ

ン
と
類
似
し
て
い
る
」、「
ニ
コ

チ
ン
の
使
用
を
中
止
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

　
　
　
　

・
・
・

　

米
国
で
は
１
９
９
６
年
の
米

国
保
健
医
療
政
策
局
（
Ａ
Ｈ
Ｃ

Ｐ
Ｒ
）
の
「
禁
煙
の
た
め
の
臨

床
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
続

い
て
２
０
０
０
年
の
米
国
保
健

医
療
研
究
・
品
質
調
査
局
（
Ａ

Ｈ
Ｒ
Ｑ
）の「
タ
バ
コ
使
用
と

ニ
コ
チ
ン
依
存
症
の
治
療
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
が
作
成
さ
れ
て
い

る
。
英
国
で
は
、
健
康
教
育
局

(

Ｈ
Ｅ
Ａ)

の
委
託
を
受
け
て

１
９
９
８
年
に
「
保
健
医
療
従

事
者
の
た
め
の
禁
煙
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン｣

と
「
禁
煙
支
援
の
費
用

効
果
分
析
」
に
関
す
る
報
告
書

が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

中
で
、
禁
煙
治
療
の
有
効
性
が

す
証
拠
と
な
る
耐
性
の
強
さ
は

ア
ル
コ
ー
ル
や
ヘ
ロ
イ
ン
と
同

等
で
あ
り
、
コ
カ
イ
ン
よ
り

強
い
。」、「
ま
た
、
身
体
依
存

性
を
示
す
も
う
一
つ
の
証
拠
で

あ
る
離
脱
症
状
の
強
さ
は
ア
ル

コ
ー
ル
や
ヘ
ロ
イ
ン
よ
り
弱
い

も
の
の
、
コ
カ
イ
ン
よ
り
は
強

い
。」
と
し
て
い
る
。

　

喫
煙
の
本
質
は
ニ
コ
チ
ン
依

存
症
で
あ
り
、Ｉ
Ｃ
Ｄ—

10
（
国

際
疾
病
分
類
第
10
回
改
定
）
で

は
、
タ
バ
コ
依
存
は
Ｆ
17
・
2

と
し
て
、
麻
薬
や
ア
ル
コ
ー
ル

の
依
存
と
並
ん
で
「
精
神
作
用

物
質
使
用
に
よ
る
精
神
お
よ
び

行
動
の
障
害
」
の
中
に
分
類
さ

れ
て
い
る
。

　
　
　
　

・
・
・

　

上
記
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

受
け
て
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、

１
９
９
９
年
よ
り
禁
煙
治

療
を
Ｎ
Ｈ
Ｓ(N

a
tion

a
l 

H
ealth

 Serv
ice)

に
組

み
込
み
、
禁
煙
希
望
者
が
無
料

で
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
は
２
０

０
１
年
現
在
、
民
間
保
険
会
社

の
87
％
が
禁
煙
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

無
料
ま
た
は
安
価
で
提
供
し
て

お
り
、
禁
煙
補
助
薬
を
給
付
対

象
と
し
て
い
た
保
険
会
社
の
割

合
も
81
％
と
高
率
で
あ
る
。

　
　
　
　

・
・
・

　

な
か
な
か
禁
煙
で
き
な
い
の

は
意
志
が
弱
い
か
ら
で
な
く
、

病
気
で
あ
り
、
治
療
の
対
象
で

あ
る
。
行
動
科
学
お
よ
び
薬
理

学
の
裏
づ
け
の
あ
る
禁
煙
支
援

法
が
す
で
に
開
発
さ
れ
て
お

り
、
医
師
を
は
じ
め
と
す
る
保

健
医
療
専
門
職
に
よ
る
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
と
ニ
コ
チ
ン
置
換
療

法
の
有
効
性
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、

や
め
た
く
て
も
や
め
ら
れ
な
い

喫
煙
者
に
対
す
る
禁
煙
治
療
を

健
康
保
険
に
導
入
し
、
禁
煙
治

療
を
広
く
実
施
で
き
る
よ
う
制

度
を
整
備
す
る
こ
と
の
必
要
性

　

私
は
１
９
７
７
年
に
金
沢
大
学

医
学
部
を
卒
業
し
、
同
年
、
レ

ジ
デ
ン
ト
と
し
て
虎
の
門
病
院

の
内
科
に
勤
務
し
ま
し
た
。
そ

の
後
呼
吸
器
科
の
医
員
と
な
り
、

１
９
９
４
年
か
ら
は
呼
吸
器
科
医

長
と
し
て
診
療
と
後
進
の
指
導
に

あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。

　

臨
床
医
と
し
て
、
多
く
の
患
者

さ
ん
と
接
し
な
が
ら
、
病
状
が
悪

化
す
る
前
の
対
応
と
し
て
の
１
次

予
防
、
２
次
予
防
の
重
要
性
を
感

じ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
折
、

前
任
の
鷲
崎
誠
先
生
（
現
東
京
地

下
鉄
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
所
長
）

か
ら
お
誘
い
を
受
け
、
２
０
０
３

年
１
月
か
ら
こ
ち
ら
で
健
康
管
理

の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

後
の
保
健
事
業
で
の
位
置
づ
け
な
ど

を
紹
介
し
、
昨
春
示
さ
れ
た
わ
が
国

の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

定
義
を
解
説
し
た
。

　

そ
の
上
で
、こ
の
定
義
に
つ
い
て
は
、

基
準
値
設
定
の
妥
当
性
や
各
国
の
診

断
基
準
の
違
い
、
不
必
要
な
薬
物
が

使
用
さ
れ
な
い
か
な
ど
の
問
題
が
指

摘
さ
れ
て
お
り
、
ま
だ
議
論
の
余
地

が
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
、と
補
足
し
た
。

蓄
積
が
必
須
項
目
と
さ
れ
る
。
阪
本
教

授
は
、
代
謝
さ
れ
や
す
い
内
臓
脂
肪

を
「
普
通
預
金
」
に
、皮
下
脂
肪
を
「
定

期
預
金
」
に
た
と
え
て
両
者
の
特
徴

を
紹
介
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　
「
日
本
肥
満
学
会
で
は
、
肥
満
症
の
定

義
を
『
肥
満
に
起
因
な
い
し
関
連
す
る

健
康
障
害
を
合
併
す
る
か
、
そ
の
合

併
が
予
測
さ
れ
る
場
合
で
、
医
学
的

に
減
量
を
必
要
と
す
る
病
態
を
い
い
、

疾
患
の
合
併
症
の
リ
ス
ク
が
高
く
な

る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
、
内
臓
脂
肪

の
蓄
積
が
肥
満
症
と
大
き
く
関
わ
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。

　

内
臓
脂
肪
面
積
１
０
０
㎝
に
相
当

す
る
ウ
エ
ス
ト
周
囲
径
を
み
た
デ
ー

タ
で
は
、
男
性
で
は
85
㎝
、
女
性
で

は
90
㎝
と
な
っ
た
。
わ
が
国
の
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
診
断
基

準
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
て

は
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
消
費
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
上
回
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
実

際
に
は
遺
伝
や
加
齢
、
性
ホ
ル
モ
ン
、

食
事
、
運
動
不
足
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
因

子
が
絡
み
合
う
複
雑
な
問
題
で
あ
る

と
指
摘
し
、
飢
餓
の
時
代
に
わ
ず
か
な

食
べ
物
を
摂
取
し
て
体
脂
肪
を
蓄
積

し
生
き
延
び
た
人
類
が
、
飽

食
の
時
代
と
な
り
、
過
剰
な

栄
養
を
摂
取
す
る
こ
と
で
肥

満
と
な
り
、
生
活
習
慣
病
を

引
き
起
こ
し
て
い
る
と
い
っ

た
倹
約
遺
伝
子
仮
説
に
つ
い

て
紹
介
し
た
。

　

そ
の
上
で
、「
肥
満
の
予

防
と
治
療
の
原
則
は
、
少
な

く
食
べ
て
、
か
ら
だ
を
動
か
す
こ
と
、

食
事
療
法
と
運
動
療
法
で
あ
る
」と
し
、

食
事
療
法
の
秘
訣
や
運
動
療
法
の
考

か
ら
健
診
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
知
っ
て
認
識
を
新
た
に
し
ま
し

た
。

　

ま
た
臨
床
を
離
れ
て
企
業
の
健

康
管
理
に
携
わ
る
こ
と
で
、
大
多

数
の
人
は
健
康
だ
と
い
う
こ
と
が

よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん

一
部
に
は
ど
う
し
て
も
避
け
ら
れ

な
い
病
気
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

に
は
健
診
で
の
早
期
発
見
や
最
善

の
治
療
で
対
処
し
て
い
く
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
も
増

し
て
、
大
多

数
の
元
気
な

方
に
、
元
気

な
ま
ま
で
い

て
い
た
だ
く

こ
と
の
方
が

よ
り
重
要
だ

と
考
え
て
い

ま
す
。

　

会
社
の
中
で
は
、
労
務

管
理
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
の
役
割
を
求
め

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
で

す
。
管
理
職
は
病
人
が

出
る
と
ど
う
し
て
も
病
気
に
目
が

向
い
て
し
ま
っ
て
、
本
当
に
な
す

べ
き
こ
と
に
つ
い
て
適
切
に
対

応
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
の
で

す
。
疾
病
の
問
題
は
こ
ち
ら
に
任

せ
て
、
労
務
の
管
理
は
自
分
た
ち

で
や
る
。
そ
の
へ
ん
の
と
こ
ろ
を

す
っ
き
り
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
で
す
が
、
得
て
し
て
錯
綜
し

て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
産

業
医
と
し
て
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
う
こ
と
で
、
問
題
を
最
小
限

に
止
め
ら
れ
る
よ
う
心
が
け
て
い

ま
す
。

　

ま
た
当
セ
ン
タ
ー
で
は
「
ハ
ー

フ
タ
イ
ム
」
と
い
う
相
談
窓
口
を

設
け
て
お
り
、
効
果
を
あ
げ
て
い

ま
す
。
精
神
相
談
や
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
で
は
な
く
「
ハ
ー
フ
タ
イ
ム

＝
ち
ょ
っ
と
休
憩
」
と
い
う
意
味

で
す
。
個
人
的
な
悩
み
事
か
ら
仕

事
上
の
相
談
ま
で
何
で
も
ウ
エ
ル

　

さ
る
９
月
27
日
、
健
康
管
理
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
と
本
会
が
主

催
す
る
第
２
０
９
回
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研

修
会
が
開
催
さ
れ
、
東
京
慈
恵
会
医

科
大
学
の
阪
本
要
一
教
授
が
、「
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
健
康
管

理
—
な
ぜ
腹
囲
85
㎝
か
？
」
と
題
す

る
講
演
を
行
っ
た
。
研
修

会
に
は
健
康
管
理
関
係
者

ら
約
２
０
０
人
が
参
加
し
、

こ
の
テ
ー
マ
へ
の
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
え
た
。

　
　
　
　
　
◆　

◆　

◆

　

阪
本
教
授
は
ま
ず
、
内

臓
脂
肪
の
蓄
積
に
加
え
、

高
脂
血
症
や
高
血
糖
、
高

血
圧
が
、
た
と
え
軽
度
で
も
集
積
す

る
こ
と
で
心
血
管
疾
患
を
引
き
起
こ

す
危
険
が
高
ま
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
を
ま
と
め
て
治
療
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
す
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
の
考
え
方
や
病
態
、
今

疾
病
単
位
と
し
て
取
り
扱
う
』
と
し

て
い
る
が
、
近
年
、
内
臓
脂
肪
面
積

が
１
０
０
㎝
以
上
に
な
る
と
心
血
管

い
る
が
、
今
後
の
デ
ー
タ
の
集
積
に

よ
り
基
準
の
変
更
も
あ
り
得
る
」。

　

ま
た
阪
本
教
授
は
、
肥
満
の
原
因

え
方
、
具
体
的
な
行
動
修
正
療
法
と

そ
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
紹
介
し
た
。

カ
ム
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
と
話
を
し

て
ウ
ワ
ッ
と
泣
い
て
ス
ッ
と
良
く

な
る
人
も
い
ま
す
し
、
自
分
で
問

題
点
を
確
認
し
て
笑
っ
て
帰
る
人

も
い
ま
す
。
本
当
に
病
気
だ
な
と

思
わ
れ
る
人
に
は
専
門
医
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　

過
重
労
働
に
つ
い
て
は
実
際
の

報
告
事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今

回
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

対
策
と
絡
め
て
、
１
７
３
人
の
部

長
を
対
象
に
、
個
別
に
教
育
を
行

い
ま
し
た
。
過
重
労
働
問
題
は
、

労
務
管
理
を
行
う
管
理
職
が
き
ち

ん
と
理
解
し
て
い
な
い
と
防
ぎ
よ

う
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
ま
ず
そ

の
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
で
は
、

昨
年
、
当
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ

が
各
支
店
を
回
り
、
社
員
と
の
面

談
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
座
っ

て
い
る
だ
け
で
何
も
手
を
打
た
ず

に
待
っ
て
い
た
ら
、
社
員
の
信
頼

や
会
社
の
理
解
を
得
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
社
員
や
会
社
に
と
っ

て
有
益
と
思
わ
れ
る
対
策
を
積
極

的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

健
康
診
断
に
関
し
て
も
、
25
歳

で
の
骨
量
の
測
定
や
、
30
歳
、
35

歳
で
の
節
目
健
診
な
ど
、
手
を
打

て
る
こ
と
は
す
で
に
実
施
し
て
き

て
い
ま
す
。
医
療
制
度
改
革
に
よ

り
、
今
後
は
被
扶
養
者
の
健
診
も

含
め
て
新
た
な
展
開
が
あ
り
ま

す
。
行
政
が
指
導
す
る
通
り
の
内

容
で
良
い
か
ど
う
か
を
検
討
し
て

対
応
す
る
予
定
で
す
。

　

今
憂
慮
し
て
い
る
こ
と
は
、
成

果
主
義
の
延
長
線
上
で
、
健
診
を

安
価
な
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
（
外

部
委
託
）
に
す
れ
ば
良
い
と
い
う

発
想
が
社
会
に
蔓
延
し
て
い
る
こ

と
で
す
。
安
い
健
診
機
関
を
毎
年

選
ん
で
い
っ
た
ら
、
検
査
値
の
連

続
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
健
診

の
費
用
だ
け
で
す
べ
て
の
仕
事
が

終
結
す
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
事
務
的
な
面
も
含
め
て
ト
ー

タ
ル
の
費
用
で
判
断
す
べ
き
で

す
。
幸
い
伊
勢
丹
で
は
、
こ
の
問

題
を
安
全
衛
生
委
員
会
で
議
論
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
質
の
高

い
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
選
ば
な

い
と
「
安
物
買
い
」
に
な
っ
て
し

ま
い
、
結
局
は
不
経
済
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

は
多
く
の
賛
同
が
得
ら
れ
る
と

考
え
る
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

の
困
難
性
は
、
ヘ
ロ
イ
ン
や
コ

カ
イ
ン
、
ア
ル
コ
ー
ル
と
同
等

で
あ
る
」、「
身
体
依
存
性
を
示

レ
ビ
ュ
ー
さ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
禁
煙
治
療
の
費
用
効
果
分

析
も
行
わ
れ
て
い
る
。

煙
率
を
プ
ラ
セ
ボ
よ
り
改
善
す

る
。
Ｏ
Ｒ: 

1
・
77
、
95
％
信

頼
区
間:

１
・
66
〜
1
・
88
）」

２
０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
ほ
ど
増
加
す
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

☆
筋
肉
運
動
の
進
め
方

　

筋
量
を
増
や
す
に
は
、
筋
肉
に
あ
る
程
度

の
負
荷
を
か
け
た
筋
肉
運
動
が
、
非
常
に
効

果
的
で
す
。
と
は
い
え
、
筋
骨
隆
々
が
目
的

で
は
な
い
の
で
、
ま
ず
は
図
の
よ
う
な
、
ご

自
分
の
体
重
を
利
用
し
た
運
動
が
、
安
全
性

も
高
く
お
す
す
め
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
運
動
を
ゆ
っ
く
り
と
各
10
回
を

目
安
に
、
週
２
〜
３
回
続
け
て
み
て
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
息
を
止
め
て
し
ま
う
と
、
急
激

に
血
圧
の
上
昇
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
数

を
数
え
な
が
ら
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

☆
「
運
動
実
施
」
が
難
し
い
？

　

改
め
て
運
動
と
言
わ
れ
、
拒
否
反
応
の
あ

る
方
は
、
特
定
の
ス
ポ
ー
ツ
や
時
間
を
確
保

し
た
運
動
で
は
な
く
、
日
常
生
活
の
中
で
身

体
活
動
量
を
増
や
す
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

た
と
え
ば
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
は
な
く
階

段
を
利
用
す
れ
ば
、
下
半
身
の
筋
肉
を
よ
り

使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。い
つ
も
の
通
勤
時
、

お
腹
を
引
き
締
め
、少
し
歩
幅
を
広
げ
れ
ば
、

お
腹
や
お
尻
の
筋
肉
も
、よ
り
使
わ
れ
ま
す
。

毎
日
の
こ
ま
め
な
実
施
で
、
筋
量
の
急
激
な

減
少
予
防
が
可
能
な
の
で
す
。
一
度
に
少
し

ず
つ
で
も
、
継
続
を
め
ざ
し
て
、
今
日
か
ら

実
行
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

い
こ
ろ
と
同
じ
と
い
う
こ
と
。

い
っ
ぽ
う
、
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
ど
う
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
内
訳
は
主
に
基
礎
代
謝

と
活
動
代

謝
に
分
け

ら
れ
、
加

齢
と
共
に

低
下
し
て

い
く
基
礎

代
謝
は
、

消
費
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
う
ち
な
ん
と
約
７
割

を
占
め
る
の
で
す
！　

つ
ま
り

肥
満
の
予
防
・
改
善
に
は
、
こ

の
基
礎
代
謝
の
低
下
を
防
ぐ
こ

と
が
重
要
な
の
で
す
。

☆
基
礎
代
謝
の
低
下
を
防
ご
う

　

基
礎
代
謝
の
う
ち
約
４
割
は
筋
肉
で
消
費

さ
れ
る
た
め
、
加
齢
に
よ
る
筋
量
の
減
少

が
基
礎
代
謝
の
低
下
に
は
大
き
く
影
響
し
ま

す
。
特
に
大
腿
前
部
の
筋
群
（
大
腿
四
頭

筋
）
で
は
、
50
歳
を
過
ぎ
る
と
30
歳
代
に
比

べ
筋
量
が
７
割
以
下
ま
で
減
少
し
て
し
ま
い

ま
す
。

　

い
っ
ぽ
う
、
運
動
に
よ
り
筋
量
が
１
㎏
増

え
る
と
、
１
日
の
基
礎
代
謝
は
１
０
０
〜

☆
ど
う
し
て
増
え
る
の
？　

私
の
体
重

　

食
事
量
も
運
動
量
も
若
い
こ
ろ
と
変
わ
ら

な
い
の
に
、
徐
々
に
体
重
が
増
え
、
ベ
ル
ト

の
穴
も
ど
ん
ど
ん
ず
れ
て
い
く
…
と
い
う

方
、
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

不
思
議
に
思
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
実
は
こ
れ
、

当
然
の
こ
と
な
の

で
す
。
肥
満
は
摂

取
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
比
べ
、
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
少
な
い
た
め
に
生
じ
ま
す
。
食
事
量
が

変
わ
ら
な
い
の
は
、
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
若

も
の
も
、
で
き
る
だ
け
避
け
ま
し
ょ
う
。

　

肉
や
魚
料
理
が
中
心
の
外
食
時
は
、
野

菜
を
摂
り
や
す
い
鍋
料
理
を
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
低
い
野
菜
類
を
積
極
的
に
摂
る
こ

と
で
、
満
腹
感
を
得
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

取
り
皿
の
１
皿
目
は
野
菜
の
み
に
。
２

皿
目
以
降
も
、
肉
や
魚
、
豆
腐
の
倍
量
以

上
の
野
菜
を
摂
り
ま
し
ょ
う
。
つ
け
だ
れ

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
的
に
は
ご
ま
だ
れ
よ
り

も
ポ
ン
酢
が
お
す
す
め
で
す
。
そ
し
て
鍋

の
最
後
に
う
ど
ん
や
雑
炊
を
お
わ
ん
１
杯

分
ほ
ど
食
べ
、「
帰
り
の
ラ
ー
メ
ン
」
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

※
ビ
ー
ル
や
発
泡
酒
と
は
別
の
原
料
、

製
法
で
作
ら
れ
た
、
ビ
ー
ル
風
味
の
発
泡

ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
の
俗
称
。

み
ま
し
ょ
う
。
睡
眠
時
も
、
飲
ん
だ
分
だ
け

肝
臓
は
黙
々
と
働
き
続
け
て
い
ま
す
。

☆
飲
酒
の
友
に
は
鍋
料
理
を

　

飲
酒
が
肥
満
を
招
く
の
は
、
高
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
お
つ
ま
み
を
選
ぶ
こ
と
に
も
問
題
が

あ
り
ま
す
。
バ
タ
ー

ピ
ー
ナ
ツ
は
約
30
粒

（
27
ｇ
）
で
１
６
０

キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
、

チ
ー
ズ
６
ピ
ー
ス
サ

イ
ズ
２
個
（
50
ｇ
）

で
１
７
０
キ
ロ
カ
ロ

リ
ー
で
す
。
揚
げ
物

や
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
と

い
っ
た
脂
質
の
多
い

で
す
（「
健
康
日
本
21
」
よ
り
・
図
）。

　

純
ア
ル
コ
ー
ル
量
20
ｇ
を
代
謝
す
る
時
間

に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
が
、
男
性
で
約
３

時
間
で
す
。
図
を
も
と
に
、
日
ご
ろ
の
飲
酒

量
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
代
謝
時
間
を
確
認
し
て

い
つ
も
よ
り
30
分
早
く
寝
ら
れ
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
よ
く
眠
れ
ば
体
調
も
良
く

な
り
、
元
気
に
過
ご
せ
そ
う
で
す
ね
。

⑥
運
動
は
少
し
ず
つ
で
も
継
続
を

　

１
歩
で
も
多
く
歩
き
ま
し
ょ
う
。
気
持

ち
よ
く
、
楽
し
ん
で
！　

１
日
１
万
歩
以

上
を
目
標
に
、
ま
ず
は
８
千
歩
か
ら
…
。

22
時
か
ら
２
時
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

睡
眠
時
間
が
５
時
間
以
下
の
人
は
、
食
欲
亢

進
ホ
ル
モ
ン
が
増
加
し
、
食
欲
抑
制
ホ
ル
モ

ン
が
減
少
。
肥
満
率
が
高
い
と
い
う
疫
学
調

査
結
果
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
方
は
、
就
寝
が
２
時
と
遅
い
上
に
、

４
時
間
半
程
度
の
睡
眠
時
間
で
す
。
せ
め
て

ル
飲
料
（
た
だ
し
１
％
未
満
の
ア
ル
コ
ー
ル

分
を
含
む
）
や
、低
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
泡
酒
、

「
第
三
の
ビ
ー
ル
」※
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
ら
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
ビ
ー
ル
の
半
分

以
下
の
も
の
も
あ
る

の
で
、
体
重
が
気
に

な
る
方
に
は
お
す
す

め
で
す
。

☆
節
度
あ
る
適
度
な

飲
酒

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
リ

ラ
ッ
ク
ス
効
果
や
血

流
を
良
く
す
る
な
ど
、
適
量
で
あ
れ
ば
ま
さ

に
「
百
薬
の
長
」。
節
度
あ
る
適
度
な
飲
酒

量
は
、
１
日
平
均
純
ア
ル
コ
ー
ル
量
で
20
ｇ

③
22
時
以
降
は
食
べ
な
い

　

夕
食
ま
で
の
空
腹
時
間
が
長
い
と
、
つ
い

ま
と
め
食
い
に
…
。
残
業
時
間
が
長
い
場
合

「
分
食
」し
、
深
夜
に
食
べ
な
い
固
い
決
心
と

実
行
を
お
勧
め
し
ま

す
。（
本
紙
３
9
９

号
「
不
規
則
生
活
」

参
照
）

④
朝
食
を

摂
っ
て
い

ま
す
か
？

　

欠
食
は

午
前
中
の
脳
の
活
性
が
低
下
し
、

仕
事
の
効
率
が
落
ち
ま
す
。
ま
た

１
日
２
食
が
肥
満
に
直
結
。
朝
食

こ
そ
し
っ
か
り
食
べ
て
夕
食
は
軽

く
、
と
調
整
し
て
み
て
は
？

⑤
睡
眠
を
大
切
に

　

睡
眠
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ
ム
は

　

仕
事
を
終
え
、
ホ
ッ
と
一
息

つ
い
た
開
放
感
。
そ
し
て
ス
ト

レ
ス
解
消
と
ば
か
り
に
よ
く
飲

み
、
よ
く
食
べ
る
日
々
。
気
づ

け
ば
「
ビ
ー
ル
腹
」
に
…
と
い

う
方
は
、
お
酒
と
の
付
き
合
い

方
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

　

お
酒
は
食
事
で
摂
取
し
た
脂

質
の
代
謝
を
抑
制
し
、
同
時
に

肝
臓
で
の
中
性
脂
肪
の
合
成
を

進
め
ま
す
。
中
で
も
ビ
ー
ル
の
炭
酸
は
胃

液
の
分
泌
を
促
進
す
る
た
め
食
欲
が
増

し
、
過
食
を
招
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
か

ら
だ
が
よ
り
脂
肪
を
た
め
こ
み
や
す
く
な

る
の
で
す
。

☆
摂
取

0

0

し
て
も
節0

酒0

？

　

飲
酒
量
の
多
い

方
は
、
極
力
休
肝

日
を
。
そ
し
て
少

し
ず
つ
で
も
飲
酒

量
を
減
ら
す
方
向

へ
。

　

そ
こ
で
ま
ず
は
、①
半
分
の
量
に
す
る
、

②
外
で
は
飲
ま
な
い
、
③
ノ
ン
ア
ル
コ
ー

　

内
臓
脂
肪
、
減
ら
し
た
い
で
す
ね
。
脂

肪
１
㎏
を
減
ら
す
に
は
７
２
０
０
キ
ロ
カ

ロ
リ
ー
の
消
費
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
カ
月
で
減
量
す
る
に
は
、
１
日
換
算
で

２
４
０
キ
ロ
カ
ロ

リ
ー
を
消
費
す
る

か
、
摂
取
を
減
ら
す

か
が
必
要
で
す
。

☆
肥
満
の
原
因
を
つ

か
み
、
実
践
を

　

肥
満
の
原
因
は
、

女
性
の
「
間
食
」
に

対
し
、
男
性
は
「
飲
酒
と
食
べ
過
ぎ
、
運
動

す
る
時
間
が
取
り
に
く
い
」
と
い
っ
た
こ
と

が
多
い
よ
う
で
す
。

①
時
間
を
見
直
す

　

生
活
サ
イ
ク
ル
が
、
と
か
く
仕
事
中
心
に

な
り
が
ち
。
そ
こ
で
時
間
管
理
が
鍵
に
な
り

そ
う
で
す
。
生
活
全
体
が
夜
型
に
ず
れ
込
ん

で
い
た
り
、
休
暇
が
な
い
場
合
も
多
い
の
で

は
？　

図
は
こ
の
方
の
１
日
で
す
。
こ
う
し

て
み
る
と
問
題
点
が
見
え
て
き
ま
せ
ん
か
？

②
飲
酒
や
食
べ
過
ぎ
の
も
と
に
、
ス
ト
レ
ス

が
関
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

ス
ト
レ
ス
と
食
事
は
、
深
く
関
係
し
て
い

ま
す
。
欠
食
や
不
規
則
な
食
事
が
ス
ト
レ
ス

に
な
っ
た
り
、
食
事
の
内
容
が
偏
る
と
ス
ト

レ
ス
に
弱
く
な
る
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
解
消
を
飲
酒
や
食
事
に
頼
ら
な

い
で
、
こ
ま
め
な
ス
ト
レ
ス
解
消
法
を
見
つ

け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？　

入
浴

方
法
や
、
休
日
の
過
ご
し
方
が
変
わ
る
だ
け

で
、
変
化
が
見
え
て
く
る
こ
と
も
…
。

● ●

● ●

●

本会・健康増進部

保健師
石原ゆかり

本会・健康増進部

管理栄養士
石元三千代

本会・健康増進部

健康運動指導士
高橋桂子

男性の場合にはウエスト周囲径が 85cm を超えると、

内臓脂肪型肥満が疑われます。メタボリックシンド

ロームの源流とな

り、動脈硬化を促

進するおそれのあ

る内臓脂肪。たま

りやすい半面、減

らしやすいことが

特徴です。

今月は、中年男性

の肥満を改善する

ための生活改善の

ポイントを紹介し

ます。

健康づくり・健康増進を支援するページ　実践編⑦ 監修：岡 惺治
（健康管理コンサルタント）

●

今月の事例

食事量や運動量は若いころからほとんど変
化していないのに、どんどん太ってきてい
る 48 歳の男性。ＢＭＩ 28、ウエスト周囲
径 90cm、中性脂肪 200mg/dl。生活パター
ンを変えたほうがよいと思っているものの、
何をどう改善したらよいのかがわからない
でいる。

大 島 　 明
大阪府立成人病センター

調査部部長

● ●

● ●

　

当
初
は
、
健
康
診
断
と
は
検
査

を
や
れ
ば
い
い
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
伊
勢
丹
で
は
、

健
診
自
体
が
健
康
相
談
で
あ
り
、

健
康
支
援
で
あ
り
、
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
の
チ
ェ
ッ
ク
に
も
な
っ
て
い

て
、
そ
の
よ
う
な
総
合
的
な
視
点

2

2

　

こ
れ
ま
で
肥
満
は
Ｂ
Ｍ
Ｉ
に
よ
っ

て
判
定
さ
れ
て
き
た
が
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
で
は
内
臓
脂
肪
の

睡眠

仕事

仕事

通勤

通勤

48歳
男性

（事務職）

0:00

12:00

6:0 018:00

2:00

4:00

10:00

8:00

14:00

16:00

20:00

22:00

PC
作業

昼
食

シ
�
ワ
�

食
事

パン

図

“

「節度ある適度な飲酒」の
目安とエネルギー

ウイスキー・
ブランデー ダブル

（60ml）142 Ｋ cal

ビール
中ビン１本強
（540ml）
216 Ｋ cal

清酒 1 合弱
（160ml）
171Ｋ cal

ワイン グラス
２杯弱（220ml）

161Ｋ cal

焼酎（35度）
0.5 合弱（70ml）

144 Ｋ cal

①腹筋
おへそをのぞくように上体をおこす

おすすめ筋肉運動

③下半身
膝を90度位まで
曲げ、立ち上がる

②上半身
両膝をついた状態で
腕立て伏せ

図

図

“



の
進
歩
を
促
進
し
、
こ
の
病
気

の
患
者
の
将
来
に
光
を
与
え
る

よ
う
に
、
心
か
ら
希
望
す
る
と

温
か
い
お
言
葉
を
賜
っ
た
。

　

川
崎
大
臣
は
そ
の
祝
辞
の
中

で
、
現
在
、
小
児
難
病
と
発

達
遅
滞
の
研
究
は
、
小
児
の
最
重

要
課
題
で
あ
り
、
そ
の
１
つ
の
先

天
代
謝
異
常
症
の
基
礎
と
臨
床
研

究
の
進
歩
に
、
日
本
先
天
代
謝
異

常
学
会
お
よ
び
国
際
会
議
の
会
員

が
貢
献
し
て
き
た
こ
と
に
敬
意
を

表
し
、
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
に

努
力
し
た
こ
と
に
感
謝
す
る
と
述

べ
た
。
そ
し
て
日
本
の
健
康
保
険

制
度
に
触
れ
、
小
児
の
難
病
患
者

の
ケ
ア
に
は
、
政
府
は
特
別
な
経

済
的
援
助
を
し
て
い
る
と
紹
介
し

た
。
そ
し
て
、
本
学
会
の
成
功
を

代
謝
異
常
学
会
が
開
催
さ
れ
て
か

ら
、
10
回
目
に
当
た
る
の
で
、　

藤
会
長
は
、
皇
太
子
殿
下
の
ご
臨

席
を
仰
ぎ
、
川
崎
二
郎
厚
生
労
働

大
臣
と
堂
本
暁
子
千
葉
県
知
事
の

ご
出
席
を
い
た
だ
い
て
、
盛
大
な

記
念
式
典
を
開
催
し
た
。

　

皇
太
子
殿
下
は
、
そ
の
席
で
、

ア
ジ
ア
を
含
め
た
60
以
上
の
世
界

各
国
か
ら
、
先
天
代
謝
異
常
症
の

病
因
の
解
明
と
、
新
し
い
診
断
と

治
療
法
の
開
発
に
努
力
し
て
い
る

基
礎
・
臨
床
医
学
の
多
数
の
研
究

者
が
、
本
学
会
に
参
加
す
る
た
め

に
、
日
本
に
来
ら
れ
た
こ
と
に
労

い
の
お
言
葉
を
か
け
ら
れ
、
本
学

会
が
そ
の
臨
床
と
基
礎
医
学
研
究

　

第
10
回
国
際
先
天
代
謝
異
常

学
会
で
は
、
多
く
の
疾
患
の
病
因

が
、
遺
伝
子
レ
ベ
ル
で
解
明
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
治
療
が
不
可
能
で

あ
っ
た
い
く
つ
か
の
ラ
イ
ソ
ゾ
ー

ム
病
で
、
欠
損
し
て
い
る
酵
素
が

工
業
的
に
製
造
さ
れ
、
こ
れ
を
投

与
し
て
治
療
す
る
「
酵
素
補
充
療

法
」
が
行
わ
れ
、
予
後
の
改
善
が

得
ら
れ
る
疾
患
が
年
々
増
加
し
て

い
る
。
さ
ら
に
幹
細
胞
移
植
や
遺

伝
子
治
療
な
ど
の
研
究
も
着
実
に

進
歩
し
て
い
る
こ
と
が
、
本
学
会

で
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
新
し
い
治
療
法
の

開
発
と
共
に
、
そ
の
効
果
を
一
層

　

乳
が
ん
は
、
わ
が
国
の
女
性
の

が
ん
罹
患
の
ト
ッ
プ
で
あ
り
、
年

間
罹
患
者
数
は
約
４
万
人
と
も
言

わ
れ
て
い
る
。

　

本
会
で
は
、
２
０
０
２
年
度
よ

り
乳
が
ん
検
診
に
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
を
導
入
し
、
04
年

度
か
ら
は
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
を
搭
載
し
た
検
診

車
に
よ
る
地
域
検
診
を

開
始
す
る
な
ど
、
乳
が

ん
検
診
体
制
の
整
備
を

進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
04
年
７
月
に

は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
読

影
委
員
会
を
立
ち
上
げ

る
な
ど
、
検
診
の
精
度

管
理
に
も
力
を
入
れ
て

お
り
、
こ
の
活
動
の
一

環
と
し
て
10
月
17
日
、

「
第
２
回
読
影
医
の
た

め
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
症
例
検
討

会
」
が
本
会
第
３
健
診
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
た
（
写
真
）。

　

症
例
検
討
会
は
、
角
田
博
子
聖

路
加
国
際
病
院
放
射
線
科
医
長
を

講
師
に
招
き
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

の
読
影
を
担
当
し
て
い
る
医
師
16

人
の
ほ
か
、
本
会
よ
り
北
川
照
男

理
事
長
を
は
じ
め
、
放
射
線
部
、

生
理
機
能
科
、
総
合
健
診
部
な
ど

の
ス
タ
ッ
フ
31
人
が
出
席
し
た
。

　

今
回
の
症
例
検
討
会
で
は
、
検

診
で
発
見
さ
れ
た
が
ん
症
例
や
問

題
と
な
る
症
例
を
も
と
に
、
角
田

医
長
よ
り
解
説
が
行
わ
れ
、
精
密

検
査
や
経
過
観
察
の
診
断
基
準
、

読
影
時
の
注
意
点
な
ど
に
つ
い
て

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

９
月
12
日
か
ら
16
日
に

か
け
て
千
葉
県
の
幕
張
メ
ッ

セ
で
、
世
界
61
カ
国
か
ら

１
０
０
０
人
に
の
ぼ
る
先
天

代
謝
異
常
症
の
研
究
者
や
専

門
医
が
集
ま
り
、
第
10
回
国

際
先
天
代
謝
異
常
学
会
（
会

長　
　

藤
義
勝
東
京
慈
恵
医

大
教
授
）
が
開
催
さ
れ
た
。

ま
た
、
９
月
16
日
か
ら
19

日
に
か
け
て
、
兵
庫
県
の
淡

路
夢
舞
台
国
際
会
議
場
で
第

６
回
国
際
新
生
児
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
学
会
（
会
長　

黒
田

泰
弘
徳
島
大
学
副
学
長
）
が

開
催
さ
れ
た
。
学
会
に
は
国

際
先
天
代
謝
異
常
学
会
に
出

席
し
た
研
究
者
の
一
部
も
加

わ
り
、
世
界
50
数
カ
国
か
ら

３
０
０
人
以
上
が
参
加
す
る

実
り
多
い
学
会
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
両
学
会
の
概
要
を
北

川
照
男
日
本
大
学
名
誉
教
授

に
報
告
し
て
も
ら
っ
た
。
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あ
げ
る
た
め
の
早
期
診
断
法
も
、

タ
ン
デ
ム
質
量
分
析
計
や
新
し
い

酵
素
学
的
手
法
を
用
い
て
次
々
と

開
発
さ
れ
、
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向

上
が
可
能
と
な
り
、
本
国
際
学
会

は
こ
れ
ま
で
に
な
い
盛
り
上
が
り

を
見
せ
た
（
写
真
下
）。

　

今
年
は
、
英
国
のS

ir
A

r-
ch

ib
a

ld
 G

a
rrod

が
、
白

皮
症
な
ど
の
生
ま
れ
つ
き
の
病
気

は
、
生
体
が
代
謝
を
営
む
上
で
重

要
な
酵
素
の
生
ま
れ
つ
き
の
異
常

に
よ
る
も
の
と
推
定
し
て
、
先
天

代
謝
異
常
症
と
命
名
し
て
か
ら

１
０
０
年
目
に
当
た
る
記
念
す
べ

き
年
で
あ
る
。
ま
た
、本
学
会
は
、

イ
ス
ラ
エ
ル
で
第
１
回
国
際
先
天

●
中
国
人
口
・
計
画
生
育
科
学
技

術
訪
日
団
が
本
会
を
視
察

　

家
族
計
画
国
際
協
力
財
団

（
ジ
ョ
イ
セ
フ
）
で
は
、
日
本
の

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
活
動

や
地
域
保
健
活
動
の
経
験
を
学
ぶ

こ
と
を
目
的
と
し
た
中
国
人
口
・

計
画
生
育
科
学
技
術
訪
日
団
を
受

け
入
れ
た
。
そ
の
一
行
が
９
月
26

日
、
本
会
の
事
業
を
視
察
し
た
。

大
い
に
期
待
す
る
と
結
ん
だ
。

　

祝
辞
に
続
い
て　

藤
教
授
の
会

長
と
し
て
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

次
い
でL

 E
 R

osen
b

erg

教
授
に
よ
るG

arrod

教
授
の

業
績
を
記
念
す
る
講
演
が
行
わ

れ
、式
典
は
終
了
し
た
。

　

こ
の
式
典
の
後
で
各

国
の
出
席
者
の
間
か

ら
、
皇
太
子
殿
下
、
厚

生
労
働
大
臣
を
は
じ
め

日
本
の
高
い
地
位
の

人
々
が
、
先
天
代
謝
異

常
症
の
研
究
の
意
義
を
正
し
く
理

解
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
感
銘
を

受
け
た
と
の
さ
さ
や
き
が
聞
か

れ
、
筆
者
は
誇
ら
し
く
思
っ
た
。

　

い
っ
ぽ
う
第
６
回
国
際
新
生
児

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
学
会
で
は
、「
ポ

ス
ト
ゲ
ノ
ム
時
代
の
新
生
児
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ

に
、
新
し
い
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
方

法
の
開
発
や
早
期
発
見
さ
れ
た
症

例
の
診
断
と
治
療
の
問
題
が
討
議

さ
れ
た
。

　

タ
ン
デ
ム
質
量
分
析
計
な
ど
の

新
し
い
分
析
機
器
の
開
発
に
よ

り
、
新
生
児
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の

対
象
疾
患
は
著
し
く
拡
大
し
、
こ

れ
に
伴
っ
て
倫
理
的
、
社
会
的
、

経
済
的
な
問
題
も
生
じ
て
い
る
。

本
学
会
で
は
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ

い
て
総
合
的
に
討
議
で
き
た
の

で
、
実
り
多
い
学
会
で
あ
っ
た
。

　

特
に
、
日
本
で
新
生
児
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
が
開
始
さ
れ
て
間
も

な
く
発
見
さ
れ
、
直
ち
に
厳
格

な
食
事
療
法
を
行

い
、
今
日
ま
で
こ

れ
を
続
け
て
見
事

な
成
長
を
遂
げ
て
、

現
在
は
オ
ー
ス
ト

リ
ア
で
幼
児
音
楽

教
育
学
を
勉
強
し

て
い
る
立
派
な
女

子
大
学
院
生
の
Ｐ

Ｋ
Ｕ
患
者
が
、
自

ら
の
生
い
立
ち
に

つ
い
て
ド
イ
ツ
語

で
講
演
し
た
。
彼

女
は
講
演
の
中
で
、

早
期
発
見
の
た
め

の
検
査
も
重
要
で
あ
る
が
、
発
見

さ
れ
た
患
者
を
取
り
巻
く
医
療
関

係
者
、
家
族
、
友
人
、
学
校
関
係

者
の
患
者
に
対
す
る
適
切
な
対
応

が
重
要
な
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま

た
、
厳
格
な
食
事
療
法
を
容
易
に

行
う
こ
と
が
で
き
る
社
会
環
境
も

重
要
で
あ
る
と
述
べ
、
出
席
者
に

大
き
な
感
銘
を
与
え
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
本
で
国
際
先

天
代
謝
異
常
学
会
と
国
際
新
生
児

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
学
会
が
、
成
功

裏
に
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
、
母
子

保
健
事
業
に
携
わ
っ
て
い
る
私
共

に
と
っ
て
大
き
な
喜
び
で
あ
っ

た
。
そ
の
企
画
と
運
営
に
努
力
さ

れ
た
関
係
各
位
に
、
心
か
ら
感
謝

の
意
を
表
し
て
報
告
を
終
わ
る
。

　

婦
人
科
腫
瘍
学
の
専
門
医
で

あ
る
長
谷
川
壽
彦
医
師
は
、
大

学
病
院
や
国
立
病
院
で
診
療
や

研
究
に
あ
た
る
か
た
わ
ら
、
本

会
と
東
京
産
婦
人
科
医
会
と
の

共
同
事
業
で
あ
る
子
宮
が
ん
検
診

に
も
、
そ
の
草
創
期
か
ら
指
導
者

と
し
て
関
わ
っ
て
き
た
。
慶
應
大

学
客
員
教
授
、
国
立
栃
木
病
院
院

長
を
経
て
、
現
在
は
本
会
の
検
査

研
究
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
て
い

る
。

　

長
谷
川
医
師
は
、
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
担
当
す
る
婦
人
科
専
門
外
来
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に

語
る
。

　
「
当
外
来
の
受
診
者

の
多
く
は
、
地
域
の

婦
人
科
が
ん
検
診
で

要
精
密
検
査
と
な

り
、
主
治
医
の
紹
介

で
来
院
さ
れ
る
方
で

す
。

　

こ
う
し
た
方
々
の
診
察
や
精
密

検
査
を
お
引
き
受
け
す
る
際
の

モ
ッ
ト
ー
は
、『
依
頼
元
の
主
治

医
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

大
事
に
す
る
』
と
い
う
こ
と
で

す
。
医
療
者
ど
う
し
の
緊
密
な

連
携
が
、
ひ
い
て
は
患
者
さ
ん

の
安
心
や
信
頼
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向

上
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
か
ら

で
す
。

　

そ
の
た
め
、
主
治
医
へ
の
診

察
結
果
報
告
書
は
、
そ
の
先
生

と
対
話
す
る
よ
う
な
つ
も
り
で

丁
寧
に
記
載
す
る
と
と
も
に
、

必
要
に
応
じ
て
電
話
に
よ
る
意

見
交
換
な
ど
も
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
主
治
医
か
ら
の
お

問
い
合
わ
せ
に
も
速
や
か
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
複
数
の
専
門

医
が
常
駐
す
る
体
制
を
と
っ
て

い
ま
す
」。

　

長
谷
川
医
師
の
趣
味
は
ア
メ

リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
観
戦
。

「
か
つ
て
留
学
先
を
米
国
に
選

ん
だ
の
も
、そ
の
た
め
だ
っ
た
」

と
か
。

婦人科専門外来

長
はせが わ

谷川壽
とし

彦
ひこ

医師


